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保育内容（人間関係）における指導法に関する研究
―視点取得に着目して―
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と領域
「人間関係」
　幼稚園教育要領（文部科学省，2017），保育所保育
指針（厚生労働省，2017）の改訂によって，幼稚園教
育・幼児教育において育みたい資質・能力及び「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」が具体的に示され
た。育みたい資質・能力は生きる力の基礎として，「知
識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基
礎」「学びに向かう力，人間性等」があげられている。
また，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿について
は，「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規
範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽
生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量や図形，標
識や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」
「豊かな感性と表現」という視点から具体的に示され
ている。これらは，健康，人間関係，環境，言葉，表
現という 5 領域のそれぞれにおけるねらい，内容に基
づく保育，教育活動全体を通して資質・能力が育ま
れた小学校就学時の具体的な姿とされている。そのた
め，いずれの資質・能力を育むことは，どれか特定の
領域における活動のみからなされることではない。す
べての領域にまたがる活動の中ではぐくまれていくだ
ろう。しかしながら，特に関連が強いと考えられる領
域はあるだろう。例えば，「健康な心と体」は領域「健
康」，「豊かな感性と表現」は領域「表現」などが考え
られる。
　領域「人間関係」においても，同様に関連が強いと
考えられるのは，「協同性」（友達と関わる中で，互い
の思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向け
て，考えたり，工夫したり，協力したりし，充実感を
持ってやり遂げるようになる。），「道徳性・規範意識
の芽生え」（友達と様々な体験を重ねる中で，してよ
いことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返った
り，友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立っ
て行動するようになる。また，きまりを守る必要性が
分かり，自分の気持ちを整理し，友達と折り合いを付
けながら，きまりをつくったり，守ったりするように
なる。），「社会生活との関わり」（家族を大切にしよう
とする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ
合う中で，人との様々な関わり方に気付き，相手の気
持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地
域に親しみを持つようになる。また，幼稚園内外の
様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な情報を
取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合っ
たり，活用したりするなど，情報を役立てながら活動
するようになるとともに，公共の施設を大切に利用す
るなどして，社会とのつながりなどを意識するように
なる。）であろう。領域「人間関係」は，人との関わ
りに関する領域であり，具体的には，他の人々と親し
み，支えあって生活するために，自立心を育て，人と
関わる力を養うことを目標に，3 つのねらい，12の内
容が設定されている。「協同性」「道徳性・規範意識の
芽生え」「社会生活との関わり」は，ねらいのなかでも，
「（ 2 ）身近な人と親しみ，関わりを深め，工夫したり，
協力したりして一緒に活動する楽しさを味わい，愛情
や信頼感を持つ。」，「（ 3 ）社会生活における望ましい
習慣や態度を身に付ける。」，と関係が強いと考えられ
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る。内容においては，いずれも関係があると考えられ
るが，中でも「（ 5 ）友達と積極的に関わりながら喜
びや悲しみを共感し合う。」，「（ 6 ）自分の思ったこ
とを相手に伝え，相手の思っていることに気付く。」，
「（ 7 ）友達の良さに気付き，一緒に活動する楽しさを
味わう。」，「（ 8 ）友達と楽しく活動する中で，共通の
目的を見いだし，工夫したり，協力したりなどする。」，
「（ 9 ）よいことや悪いことがあることに気付き，考え
ながら行動する。」，「（10）友達との関わりを深め，思
いやりをもつ。」，「（11）友達と楽しく生活する中でき
まりの大切さに気付き，守ろうとする。」，「（12）共同
の遊具や用具を大切にし，皆で使う。」，「（13）高齢者
をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いい
ろいろな人に親しみをもつ。」があげられるだろう。
これは保育所保育指針（厚生労働，2017）の 3 歳以上
の保育においても同様である。
　様々な活動を通して，これらの内容について指導を
行い，ねらいを達成するために，多様な教育・保育活
動が行われ，子どもは多くの経験を経て，生きる力の
基礎を獲得し，幼稚園の終わりまでに育ってほしい姿
に近づいていくと考えられる。当然ながら，その時々
の子どもの状態を把握し，適切な指導がなされること
で，教育・保育の効果が期待できる。上述の幼稚園の
終わりまでに育ってほしい姿の実現のために，ねらい
を達成するための各内容に関する指導を行う際に，把
握すべき子どもの状態，特性は多数あるだろう。その
中でも，「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社
会生活との関わり」の視点から考えると，視点取得，
または役割取得と呼ばれる能力の発達を考えること
が，その時々の子どもにとって必要な教育・保育を行
う上で重要だと考えられる。
視点取得
　視点取得とは，他者の苦しみや要求に気付き，理
解し，共感する可能性を高める能力（Eisengerg & 
Fabes, 1998）や相手の立場に立って，心情を推しは
かり，自分の考えや気持ちと同等に他者の考えや気持
ちを受け入れ，調整し，対人交渉に生かす能力（荒木，
1992）と考えられており，さらに，他者の視覚的視点
を取得する能力である知覚的視点取得，他者の感情状
態を理解する能力である感情的視点取得，他者の認知
を理解する能力である認知的・概念的視点取得に分類
される（Eisengerg & Fabes, 1998）。視点取得につい
ては，幼児期に発達することが多くの研究で示されて
いる。
　知覚的視点取得については，ピアジェによる三つの
山課題が有名であるが，幼児期には獲得されないと考
えられていた。その後，3 歳児であっても，他視点か
ら何が見えるか，ということに関する知識が獲得され
始める水準 1 と，他視点からどのように見えるかに
関する知識である水準 2 があり，この水準 2 は 5 歳
ころから存在を認識し始めるが，実際にその視点を
取得するのは 7 歳ころであることが示され（Flavell, 
Everett, Crofi & Favell, 1981），本邦においても東
（2004）が 3 歳児でも水準 1 の獲得がされていない場
合もあるが，類似した結果を示した。水準の区別はし
ていなかったが，視覚的視点取得という語を用い，知
覚的視点取得の発達について，中澤・秦・中込（1991）
は，年少，年中，年長の幼児を対象にその発達につい
て検討した。その結果，年長児が年中児や年少児より
も発達しており，女児が男児よりも発達しているとい
う性差も示した。他視点からどのように見えるか，と
いう水準 2 に相当する視点の取得は難しいにしても，
他視点からは異なる見え方をするということは幼児期
に理解できるようになると考えられる。
　林・竹内（1994）は，知覚的視点取得に関して，課
題の性質という点から検討した。三つの山課題のよう
に他者視点からの見えの推論が必要な課題は難しい
が，幼児であっても，物体の接近や分離，連続といっ
た事物の遠近関係を考慮することで解決が可能となる
トポロジー的空間認識によって解決できる課題に変質
することで解決可能になることを示した。したがっ
て，Flavell et al. （1981）や東（2004）が示したよう
に，水準 1 の段階にあれば，他視点からの見えが異な
ることは理解しているため，空間全体ではなく，他者
と他者に見えているものにのみ注意を向けさせること
で，他者からの視点の理解を促すことが可能になると
考えられる。
　感情的視点取得については，Fabes, Eisenberg, 
Nyman, & Michealieu（1991）が，3 歳で基本的な
感情を，感情や表情，状況から読み取ることが可能
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になり，4 歳以降になると，内的な状態も含めて理解
できるようになることを示した。大対・松見（2007）
は，3 歳児でも70％の幼児は感情的視点取得が可能で
あり，年齢が上がるほど正確になることを示した。石
黒・榎本・山上（2015）も年少児，年中児，年長児を
対象に感情的視点取得の発達について検討し，年齢が
上がるほど視点取得ができることを示した。感情的
視点取得については，より詳細に検討した研究もあ
る。田中・清水・金光（2013）は，年中児と年長児を
対象に，真の感情理解と本来の感情とは異なる表情に
表出される見かけの感情理解のそれぞれについて検討
した。その結果，真の感情理解については，年中児で
も 6 割以上が正答したが，見かけの感情理解について
は，5 歳後半の幼児であっても70％の正答率で，それ
以前では30％の正答率であり，真の感情を表出しない
ことがあるということ自体を認知することが幼児には
困難であることを示した。伊藤（1997）も，年中児と
年長児を対象に，感情と表情が一致する場合と不一致
な場合の感情推測について検討した。見かけの感情と
真の感情が異なるという情動の表示規則を用いた感情
統合は 4 歳児から 5 歳児にかけて発達すること，また
同じ場面でも人によって感じる感情が異なるといった
個人特性に関する感情統合は 5 歳児以降に発達するこ
とを示した。
　朝生（1987）は，年少児，年中児，年長児を対象に，
感情の推測方法に着目し，その発達的変化を検討し
た。感情の推測方法は，状況情報のみを利用して他者
の感情を推測する自己の感情統制が不要な自己準拠型
の推測方法と，状況情報と他者の特性の両者を用いて
感情を推測する自己の感情統制が必要な他者準拠型の
推測方法を想定した。その結果，年中から年長にかけ
て他者準拠型の推測方法が発達することを示した。こ
れは伊藤（1997）の結果とも一致する。また，年少児
は状況情報から，年中児は他者の行動情報から他者の
特性を推測し，行動情報がない場合は社会的カテゴリ
に関する知識を利用して他者の感情を推測し，年長児
は年中児よりもその傾向が顕著となることも示した。
戸田（2003）も，感情の認知について年中児よりも年
長児の方が正確であることを示したが，情動により正
確さが異なることも示した。喜びや悲しみよりも恐れ
や怒りは正確に認知できず，悲しみと回答していた。
その理由として経験不足により，喜びなどよりも情動
分化が遅いと推測した。また，中澤他（1991）は他者
感情の推測は，女児が男児よりも発達しているという
性差を示した。
　認知的・概念的視点取得についても，大対・松見
（2007）は，3 歳から発達し始め，5 歳までに獲得され
ることを示した。田中他（2013）は誤信念課題を用い
て，認知的視点取得の発達を検討した。その結果，幼
児期において認知的視点取得の発達が進み，二者関係
で，他者の立場に立って他者の行動を予測することは
可能になるが，そこに第三者が加わった場合，その第
三者の立場に立って他者の信念を理解することは幼児
期には困難であることを示した。さらに，認知的視点
取得と感情的視点取得を同時に測定することで，両視
点取得の発達に個人差があり，両視点取得が獲得され
ている，またはいないだけではなく，いずれかのみが
獲得されている場合もあることを示した。
　視点取得については，他にも，鬼ごっこのような，
役割の交代が生じるごっこ遊びにおける困難性につい
て，役割取得の視点から検討した研究もある（田中，
2000）。年少，年中，年長の幼稚園児を対象に検討し
た結果，人形を用いた場面ではできる役割の交代が，
実際に自身が活動する場面では困難になることがある
ことを示した。どの年齢の幼児であっても身体活動が
伴うと役割認知が阻害されるために遊びにおける役割
取得が困難になるという。何らかの感情が役割取得を
阻害している可能性を指摘したが，阻害する具体的な
感情については明らかにならなかった。また中澤他
（1991）は，幼児期のごっこ遊びにおける社会的役割
理解の発達について詳細に検討した。年少児では，特
定の役割に対応した行動を人形で演じることが可能に
なり，二者関係の中で，他者との関係の中での役割も
演じることが可能になっていく。年中児以上なると，
三者関係においても役割関係の中での役割を演じるこ
とが可能となり，さらに，医者である父親と患者であ
る子どもといったように，一人に複数の役割があるこ
とを理解した上で役割を演じることも可能となってい
くことを示した。また，性差についても女児が男児よ
りも発達が早いことを示している。
　知覚的，感情的，認知的・概念的とそれぞれの視点
取得の発達については，幼児期に進むこと，女児が男
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児よりも発達が早いという性差があることは共通して
いると考えられる。ただし、視点取得の種類によって、
発達の状態が異なる可能性が示されたため、それぞれ
の視点取得について、個別に発達状態を把握すること
が必要であるだろう。
領域「人間関係」と視点取得
　就学前までに育ってほしい姿にあげられた「協同性」
「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」
において，共通する要素として，他者との関わり，他
者の考えや気持ちの理解，共感などがあげられる。視
点取得は，自分以外の視点があること，他者と自分の
感情が異なることに気付くこと，そして他者の視点に
立って考えること，他者の気持ちを理解することに関
する概念であり，視点取得の獲得は育ってほしい姿の
実現に不可欠な要素と考えられる。内容に関しては，
「（ 5 ）友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみを共
感しあう。」，「（ 6 ）自分の思ったことを相手に伝え，
相手の思っていることに気付く。」，「（10）友達との関
わりを深め，思いやりをもつ。」，などは，特に視点取
得との関連が強いと考えらえれる。思いやりなどの向
社会的行動に関しては，感情的視点取得との関連が強
いことが示されてきた。例えば，伊藤（1997）は，感
情推測の適切さが向社会的判断につながることを示
し，自分自身でうまくできない場合に感情情報を提供
することで向社会的判断，向社会的行動を促進するこ
とを示した。戸田（2003）も年長児においては感情認
知が向社会的行動につながることを示したが，年中児
では必ずしも感情認知が向社会的行動につながらない
ことも示し，感情理解だけでは不十分で，それを利用
できることが必要な可能性を示唆した。大対・松見
（2007）も，対人的な葛藤の解決に対する感情的視点
取得の影響について，感情的視点取得だけではなく，
葛藤を解決するスキル，さらに，感情表出の統制が必
要であることを示した。石黒他（2015）も感情的視点
取得だけではなく，対人問題解決能力が向社会的行動
の実行に必要という同様の結果を示している。実際に
感情理解を行動につなげるためには，どのような行動
を行うか，その時にすべき行動が獲得されていること
も必要と考えられる。さらに本間・内山（2013）は，
感情的視点取得に関して，感情理解と視点取得が同じ
能力であるかどうかを検討し，表情からの感情理解は
感情的視点取得とは言えず，向社会的行動に対して関
連が強いのは，表情認知からの感情理解ではなく，相
手の立場に立つという状況把握能力であると結論付け
た。
　以上，視点取得に関する研究知見から，幼児期の子
どもに対する教育・保育を行う上で，配慮すべきこ
と，工夫すべきこととして以下のことが考えられる。
まずは性差の存在である。男児よりも女児の方が，発
達が早い傾向があるため，同年齢であっても，性別に
より発達の状態が異なることを理解しておく必要があ
るだろう。また発達が異なることにより，子どもどう
しの関わりにおいても，男児と女児では相手の気持ち
の理解が異なる可能性があり，トラブルの原因になる
かもしれない。そのため，保育者はその可能性も考慮
して子どもと関わる必要があるだろう。
　感情的視点取得については，感情の理解を促すこと
が重要ではあるが，それに加え，相手の立場に立った
感情理解，さらに理解した感情を利用して行動できる
よう働きかけることが必要となる。したがって，相手
の気持ちの理解を促す場合，子どもの発達の状態に
よって，何を強調するかを工夫する必要があるだろ
う。例えば，感情の理解はできていても，利用ができ
ない場合，自身の感情統制ができていなければ，自身
の感情と他者の感情を区別し，考えることを強調する
ことが求められるだろう。
　他者の感情を推測する際に利用する情報も年齢に
よって異なることも，配慮すべき事項であるだろう。
状況情報に基づいて判断する年少児と，それに加えて
他者の特性を行動から推測したり，社会的カテゴリを
利用できる年中児以上では，他者の気持ちの理解を促
す際に注目させるポイントは異なる。利用できる情報
が多い方が感情理解は正確になるだろうが，使用でき
ない情報を与えても意味はない。年少児には客観的な
状況の情報のみを伝えたほうが良いだろう。
　また，真の感情の理解はできても，表示規則を用い
た見かけの感情については，理解はもちろん，存在の
認識も幼児期には難しいため，見かけの感情を表出し
ている子どもの感情を理解させたい場合には，むしろ
表情から意識を外して，状況説明からの感情の推測を
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促す方が，効果があるかもしれない。
　鬼ごっこのような役割の交代が生じる遊びにおい
て，身体活動を伴うことでその時の役割の理解が困難
になることがあることも留意すべきだろう。ルールを
守らないことがあっても，それは故意に守らないわけ
ではなく，実際の活動中には役割理解が阻害されてい
るために，守ることが困難な状況になっているだけな
のかもしれない。もちろん，ルールを守らないことが
許容されるわけではないが，守る意識がないわけでは
ないことを理解した上で関わることも必要になるだろ
う。守る気がないわけではないが，守ることができな
い子どもに対し，なぜ守らないのか，と言ったところ
で改善は期待できないだろう。守ることが困難である
ことを受け入れたうえでの関わりが必要と考えられ
る。また，同時に考えることができる役割や，人数も
発達によって増えていくが，幼児期は二人まで，一人
に一つの役割があることは理解できるが，3 人以上，
一人に複数の役割があることを理解するのは，幼児期
の終わりにならないと困難であると考えられる。その
ため，まずは理解すべき役割を簡略化するなどルール
の工夫を行うことの方が，子どもが遊びにおけるルー
ルを守ることができるようになるためには効果的な対
応方法ではないだろうか。
　以上のように，感情的視点取得の獲得に焦点を当て
ることが，領域「人間関係」において，特に他者と協
調すること，気持ちの理解，共感に関して，子どもが
小学校入学までに育ってほしい姿に近づくことができ
るよう，具体的な関わり方を考える際の一助となるの
ではないだろうか。
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